












東アジア文化圏は古くから中華帝国 宗主 仰ぎ、そ 漢字文化・儒教文化を先進的文明として積極的に受け入れてき



















































書籍の影響で言えば、聖徳太子「憲法十七条」には『詩経』 『書経』 『孝経』 『論語』 『左伝』 『礼記』の他『管子』 『孟子』


























問の一本化と学問の奨励とによって、各藩においては藩黌、一般民衆においては寺子屋などにおいて、統治階級としての武士のみならず、町人・農民にまで教育が行き届いたこと、その中で朱子学的修身（ 『論語』の学習を通じて、忠孝 中心とした道徳理念や清廉の思想を身 付ける（意識が深く浸透したことは、日本における精神史を考える上で極め 重要だと考える。
江戸時代の後期になると、諸学派が並立し訓詁が成熟する。儒教の持つ学問的側面はこの時期大きな深まりを見せ、徂徠







































領民の為に藩領 諸郡に一二三か所の手習所を作った。教育に熱心な領主であっ のだ。しか 理想と現実は齟齬を来たし、飢饉や財政の逼迫により学校経営は破綻した。光政はしかしこの閑谷学校を くまでも守り抜き、後に孔子廟を並置し、死後は自身の廟を「芳烈祠」とし 併設し、ある種のモニュメントとしてその存在を現在に至ら めた。
池田光政は江戸初期の三名君の一人に数えられる。三名君とは、水戸藩主の徳川光圀・会津藩主の保科正行、そして岡山
藩主の池田光政である。徳川幕府が儒教の理想であ 封建を体制として定着させるべく、その統治を展開 始めた極めて初期の段階で、儒教的理念をそ 封地（藩（ おいて実践しようとした藩主たちである。武力統治から徳治へという政治転換の中で、儒教による領民の教化を目指 光政の理想は高 ったが、 か 現実的にはそれは高すぎる理想 あっ 。領民のみならず 家臣 すら 育へ 意志、閑谷学校の意義を理解する者は少なかった。 の意味で閑谷学校は、庶民教育の為の学校というよりは、 儒教理念実践の象徴として存在 。
閑谷学校に具現されたもの、そこにはまず宗教性がある。聖廟には大成殿・東階・西階・中庭・外門・文庫・厨屋が










る。鶴鳴門の外には泮池と呼ばれる池がある。 「泮」とは「泮宮」 、すなわち諸侯の学校を意味する。天子の大学は辟廱、諸侯の学宮は泮宮（ 『詩経』魯頌「泮水」の毛伝・鄭箋および『白虎通』
（という周代の制度を忠実に再現しているのである。
また光政は、井田の法を実践した。周代の法を模して、公私の田を分けて盧舎を作ったのである。最初は海浜にあった井田を宝永七年に閑谷学校 学校田に加えたのは、やはりこの地が儒教理念の実践の中心地であったからであろう。 「封建」 ・「井田」 ・ 「大学」という儒教が理想とした周代の制度（それは中国において実践しようとして実践できなかった制度なのだが（を、光政は封建された岡山で、諸侯（藩主（として実践しようとした である。
文廟・芳烈祠に見守られる形で、学校の中心にある講堂は、入母屋造りの壮観な建物である。儒教の精神性と日本的美意
識とが融合した非常に格調高くま 美しい建物である。十数メートル四方の講堂には「克明徳」と書かれた額、朱子 「朱文公学規」 、池田綱政の書名のある「定（就 規則（
」の他、何の装飾もない。ここでは月はじめの朱子「白鹿洞掲示」の講




















































『論語語由』には、経書を主観的に自説に取り込む恣意性を排した、実証的「読み」を重視する態度が見られる。朱子学的精神論の純粋な信奉から、儒教の客観的実証へと学問が変化しているのだ。しかし実証的とはいっても、孔子に対する尊崇はあくまでも揺るがず、また「忠孝」という価値観から逸脱することは決してない。儒教倫理を堅持しながらも、解釈に合理性を求めようとす 態度 それは前近代 近代（合理 非合理・西欧的価値と東アジア的価値（の同居とも言える独特の経書解釈で る。また、仁斎・徂徠・南冥はともに学問の実効性を重視する。机上の空論よりも、実際の生活に生きて働く思想を重視した
のだ。これは仁斎が市井の学者であったこと、南冥が儒医であったこと も関連しよう。生きるか死ぬ の患者を目の前にして、実効性よりも 念 重んじる医者はいない だ。統治政策とは距離をおいた市井の学問の中に、近代性が芽生えていたということもできよう。
また、江戸期を通して 儒者の評判を高めたのは詩文の才能であった。優れた詩、優れた文を書ける人材は、まず何をお










に周りに被害を与えるわけではない。朝の忙しい女性にとって通勤中に電車で化粧できれば、それは自宅でするよりも時間の節約になる。合理的に考えれば何の不都合もないそ 行為に対して、多くの大人は不快感を持つのである。なぜなら、それは身だしなみを整えると う家の中でするべき所作を公共の場 持ち込むという、礼儀に反する行為だからである。礼儀作法という洗練された文明の形 対して、日本人は感性的な美意識を体得しているのだ。 「みっともない」 「だ しない」「はしたない」という語彙は、このような日本人特有の感性から生まれた言葉である。
また、日本人は時間や注意書きは必ず守らなければならないということを、感覚的にあるい 潔癖症のように持ってい





後期に至ると、一般民衆にまで し、修身・斉家という理念だけでなく、規範の遵守や清貧 尊重という生活感覚 までひろく日本的感性を養った。このことは、儒教のアジア的展開の一例として注目されてよいのではないか 筆者は思う。注（１（
　
本章は主に倉石武四郎講義『本邦における支那学の発展』 （汲古書院
　
二〇〇七年（に基づいて叙述する。
（２（
　
閑谷学校に関する資料としては、備前市発行の『 「学びの原郷
　
閑谷学校」報告書』 （備前市教育委員会生涯学習課編集
　
平成二十七
年（がある。
（３（
　
朱舜水と三体の孔子像については、銭明「朱舜水の主動的在地化と受動的日本化─日本における朱舜水の遺物・遺像から─」 （ぺりか
ん社『日本思想史』八一
　
二〇一四年（参照。
（４（
　
朱舜水と水戸光圀の学問・思想については、徐興慶「 「西山隠士」七十年の歳月─徳川光圀の学問・思想形成およびその文化遺産─」
（ぺりかん社『日本思想史』八一
　
二〇一四年（等に詳しい。
（５（
　
閑谷学校が池田家の墓陵と城内の中間地点にあることの意味については別途考察する必要があると考える。
